
▼
老
人
施
設
等
の
清
掃
活
動
、

入
浴
介
助
、
清
拭
作
り
の
ほ
か
、

炊
き
出
し
訓
練
や
緑
の
羽
根
、

赤
い
羽
根
の
募
金
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
年　

年
目
に
入

54

り
会
員
は　

名
が
活
動
し
て
い

７１

ま
す
。

▼
ス
キ
ー
教
室
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
な
ど
の

支
援
活
動
や
ス
キ
ー
場
で
の

事
故
防
止
の
監
視
や
、
事
故
発

生
時
の
応
急
手
当
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
電

話
な
ど
が
使
用
で
き
な
い
場

合
を
想
定
し
、
定
期
的
な
無
線

通
信
訓
練
及
び
、
非
常
無
線
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
訓
練
な
ど
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

鞄

社
費
と
寄
付
金

▼
赤
十
字
社
員

の
み
な
さ
ん
に

は
、
毎
年
、
会
費

に
あ
た
る
『
社
費

（
年
間
５
０
０

円
以
上
）』
を
納

め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
方
か
ら
も

社
費
以
外
に
、
事
業
資
金
と
し
て
寄
付

金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
社
資
（『
社
費
』と『
寄
付
金
』の

総
称
）が
財
源
と
な
り
、
日
本
赤
十
字

社
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

※
初
め
て
社
費
を
納
め
た
社
員
に
、

「
社
員
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
写
真
）

鞄

ま
ち
の
地
域
福
祉
活
動
に

▼
留
萌
市
地
区
で
集
め
ら
れ
た
社
資
は

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
に
納
付
さ

れ
、
市
町
村
で
の
赤
十
字
活
動
や
地
域

福
祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
留
萌
市
地
区
に
は
北
海
道
支
部
よ
り

留
萌
市
地
区
事
務
局
に
次
の
と
お
り
、

配
備
、
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

煙

災
害
救
援
車「
博
愛
号
」２
台

煙

非
常
用
備
品「
毛
布
」・
「
日
用
品

セ
ッ
ト
」

　

 
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！

日
本
赤
十
字
社
で
す

日
本
赤
十
字
社
は
、
そ
の
人
道
的
な
理
念
や
活
動
に
賛
同
す
る
「
赤
十
字

社
員
」
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
世
界
各
国
の
赤
十
字
社
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
国
内
外
で
の
災
害
救
援
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
こ
と
を
も
っ
と
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
留
萌
市
地
区
で
の
活
動
や
、
財
源
と
そ
の

使
い
道
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

留
萌
市
地
区
の
活
動

赤 十 字 奉 仕 団スキーパトロール奉仕団

無 線 奉 仕 団　平成１９年度収支決算書（留萌市地区）

■社資会計

支出収入

2,590,600円2,590,600円

■項目別社資受入件数（参考）

合計法人一般

3,236件131件3,105 件

(注）収入は一般社資受入金及び法人社資

受入金で、支出は道支部への納付金です。

■交付会計

次年度繰越金支出収入

138,698円493,750円632,448円

(注）収入は道支部からの

交付金で、支出は各種安全

講習会の開催費用・地区奉

仕団活動への助成です。

繰越金については、次年度

に使われる予定です。

　

日
本
赤
十
字
社
の「
財
源
」と「
使
い
道
」

委
員
長

鳥
居
美
智
子
さ
ん

委
員
長

伊
藤
シ
ズ
子
さ
ん

委
員
長

三
島
克
博
さ
ん

団
員
募
集

▼
各
奉
仕
団
で
は
団
員
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

猿

申
し
込
み
先

・
赤
十
字
奉
仕
団　

　

鳥
居　

緯　

・
２
３
１
８

４３

・
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
奉
仕
団　

　

伊
藤　

緯　

・
７
３
８
７

４２

・
無
線
奉
仕
団　

　

三
島　

緯　

・
５
１
８
７

４３

災害用備品
「日用品セット」

日本赤十字に関するお問合せは

日本赤十字社北海道支部

留萌市地区事務局

（市役所・社会福祉課内）

緯 42・1807　捌 43・8778

日本赤十字社北海道支部
留萌市地区事務局

(市・社会福祉係）
主査  佐々木　正利 さん 

６７

みなさん、こんにちは！

日 本 赤 十 字 社 で す

▼いつも留萌市地区の各事業にご協

力いただきありがとうございます。

　最近は国内外を問わず自然災害が

各 地 で 発 生 し て い ま す。ミ ャ ン

マー・サイクロン災害や中国大地震

などに対して、当地区でもみなさん

から救援金をお預かりし、北海道支

部に送金しています。

▼現在は岩手・宮城内陸地震及び平

成19年新潟県中越沖地震に対する義

援金の受付をしています。このよう

に災害救護事業などの活動を行って

いくためにはみなさんの協力が必要

です。

▼留萌市地区では、赤十字活動を理

解していただき多くのみなさんが社

員になっていただけるよう活動して

いきます。また、幼児安全法講習会

も開催する予定です。詳細について

は、広報誌などでお知らせしますの

で、ご参加ください。

▼自分の生活にも張りが
でますし、「ありがとう」
と感謝されるとまた頑張
ろうと思います。

▼スキーを通してたく
さんの人たちと交流が
できたことがよかった
ですね。

▼災害は無いほういい
のですが、万が一のこ
とを考えて日ごろから
訓練をしています。


